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組合員のみなさまへ 

 

 ごあいさつ  

日頃、皆さまには格別のご理解とご協力をいただき厚く御礼申し上げます。 

ＪＡハリマは、情報開示を通じて経営の透明性を高めるとともに、当ＪＡに対する

ご理解を一層深めていただくために、当ＪＡの主な事業の内容や組織概要、経営の内

容などについて、利用者のためにわかりやすくまとめた「ディスクロージャー誌 令

和７年度上半期」を作成いたしました。 

皆さまが当ＪＡの事業をさらにご利用いただくための一助として、是非ご一読いた

だきますようお願い申し上げます。 

今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

ハリマ農業協同組合 

代表理事組合長 柴原利春 

ＪＡのプロフィール 

 

◇設   立 平成３年４月 ◇組合員数 8,９３２人 

◇本所所在地 宍粟市一宮町 ◇組合員戸数 ４,３７０戸 

◇出 資 金 ８億 1 千３百万円 ◇役員数 １５人 

◇総 資 産 ７４５億円 ◇職員数 １２８人 

〔ＪＡハリマ本所〕 

〔特産品：丹波黒豆茶、特別栽培米「ちくさの舞」「みかたの舞〕 
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組合員のくらしを守り、組合員をはじめ地域住民のみなさんが、

JAの事業活動を通じて、経済的に豊かになる・こころ豊かにな

る・地域社会が豊かになることをめざします。  

 

 
 

 

 

 
 
 

 

農業を取り巻く環境が厳しさを増す中、安全で安心な農産物を持続的・安定的に供給できる地域農

業を実現し、農業者の所得増大、農業生産の拡大に取り組みます。  

【取組】  

①地域農産物の価値を高めるブランディングの展開と情報発信に努めます  

②環境に配慮した持続可能な農産物の生産（SDG'S）に取り組みます 

③地域計画に基づいた、地域農業の振興と農地の維持に取り組みます  

④次世代に向けたデジタルサービス活用に取り組みます 

⑤農産物直売所の活性化に努めます 

 

 

組合員・地域住民に求められる総合事業活動と関係団体との連携による、地域に密着した「共感」

できる協同活動を実践し、「地域活性化」と「組織基盤強化」に取り組みます。  

【取組】 

①組合員とのつながりを強化します 

②支店での協同活動による地域コミュニティの活性化に取り組みます  

③世代に合わせた事業活動の実施に取り組みます 

④地域貢献活動を実施します 

⑤総合事業を通じた、地域インフラとしての機能の発揮に努めます  

 

 

経営環境の変化に対応した、現状分析と将来予測をふまえた収支シミュレーションに基づく経営計

画の策定と実践を行い、経営の効率化を実現するとともに、職場風土の改善に取り組み、活力ある職

場づくりを実現し、組合員・利用者に信頼されるＪＡ経営基盤の確立と人づくりに取り組みます。  

【取組】 

①多様な人材を育成します 

②経営基盤を強化します 

③デジタル技術の活用による効率化を推進します 

  

１．経営理念 

２．経営方針 

 
次世代へつなげる、夢と活力ある農業と地域社会実現のために 

～ 変化する時代での総合力の発揮 ～ 

重点目標１ 地域が育む農産物の魅力を発信し、持続可能な農業を実現します。 

重点目標２ 故郷を守り、豊かで暮らしやすい地域共生社会を実現します。 

重点目標３ 経営基盤を強化し、未来に繋ぐ協同組合を実現します。 
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地域農産物の価値を高めるブランディング展開と情報発信 

○宍粟市を初め、他業種と協力して、特別栽培米の PR 活動を行いました。 

  ⇒令和 7 年度上半期実績 

   ・大阪万博に「ちくさの舞」「みかたの舞」を出展し、世界へ向けて 

特別栽培米の PR を行いました。 

○特産品丹波黒大豆の PR と生産量増大、生産効率化に向けての指導活動に努めました。 

  ⇒令和 7 年度上半期実績 

   ・龍野農業改良普及センターと共に、丹波黒大豆栽培講習会を開催 

しました。また、圃場を巡回し、病害虫の早期発見と対策、生育状 

況の確認、雑草や倒伏のチェック、土壌・水分管理などの指導を行 

い、品質と収量の安定化に努めました。  

○農家所得向上と、実山椒が新たな JA ハリマの特産品となることを目指して、高品質に繋がる

収穫期、栽培アドバイス及び情報の発信を行いました。 

  ⇒・営農指導員が巡回し、葉の色、茎の太さ、結実の具合などを定期的

に確認し、病害虫の早期発見、適切な収穫期の指導に努めました。ま

た、広報誌あぜみちにて情報の発信を行いました。 

               （令和 7 年度山椒出荷実績 3.2ｔ） 

 ○地域の中心経営体へ向けた生産計画相談活動を初め、担い手の育成、安全・安心な農畜産物生産

体制づくりなど営農相談活動に努めました。 

  ⇒令和 7 年度上半期実績     ・新規就農者を中心とした、生産計画相談 12 件 

・営農指導件数  1,212 件 
 

環境に配慮した持続可能な農産物の生産 

 ○スマート農業を導入し作業負担を軽減することで、生産効率の向上に取り組んでいます。 

  ⇒令和 7 年上半期実績 

・水稲除草機のレンタルを開始し、作業負担軽減を図りました。 

レンタル実績  21 件 890ａ 

   ・最新型のドローンにより、散布作業エリアの拡大と負担軽減

を図りました。 

散布実績 宍粟北みどり農林公社による丹波黒大豆防除（4 回 延べ散布面積 33.4ha） 
 

農産物直場所の活性化 

 ○直売所の販売力を強化し、出荷者の所得を増大するため、定期的にイベントを開

催し、来店者数の増加に取り組みました。 

  ⇒令和 7 年度上半期実績   イベント回数 2 回（延べ 2,526 人来店） 

○SNS を活用した集客増加に向けた、イベント情報・旬の情報発信に取り組みました。 

  ⇒令和 7 年度上半期実績 

   ・LINE 発信数     7 回（LINE 会員  775 人／前年対比 190 人増） 

・インスタ投稿数   15 回（フォロワー数 892 人／前年対比 350 人増） 

第12次中期経営計画の令和7年度上半期の主な取り組み状況を紹介します。 

３．協同活動ハイライト（令和 7 年度上半期） 

このビジョンには、私たちＪＡハリマの組合員と役職員が一丸となって、農業や地域が抱え

る課題の解決に取り組む意思を込めています。そのため、当ＪＡでは組合員との対話を重視

し、その結果を踏まえた事業活動を実施しています。 

次世代へつなげる、夢と活力ある農業と地域社会実現のために 
－ 変化する時代での総合力の発揮 － 

１.地域が育む農産物の魅力を発信し、持続可能な農業を実現します。 

２.故郷を守り、豊かで暮らしやすい地域共生社会を実現します。 

３.経営基盤を強化し、未来に繋ぐ協同組合を実現します。 

重
点
目
標 

１. 地域が育む農産物の魅力を発信し、持続可能な農業を実現します 
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次世代を対象とした活動・関係強化と地域コミュニティの活性化 

○営業部活動を通じた地域コミュニティの活性化 

  ⇒令和 7 年度上半期実績 

   ・夏休みこども工作サポート会 1 会場開催（延べ 74 人参加） 

   ・夏休みこどもミニ縁日    3 会場開催（延べ 153 人参加） 

○生きいきと暮らすための心と身体の健康づくり活動の支援や、

ニーズに応じた各教室活動の展開を行っています。 

⇒令和 7 年度上半期実績 

・エンジョイ･ライフ･クラブ 3 回開催／全 7 回 （延べ 73 人参加） 

・きらきら講座       3 回開催／全 7 回 （延べ 186 人参加） 

・農業のいろは教室     3 回開催（延べ 79 人参加） 

○次世代との関係づくりの強化 

 ⇒令和 7 年度上半期実績 

・JA バンク兵庫 サッカー教室実施（34 人参加） 

・休日資金運用・ローン相談会実施 

・かまどごはん塾実施（はりま一宮小・北小学校合同開催 56 人参加） 
 

総合事業を通じた、地域インフラとしての機能の発揮 

○地域の燃料供給拠点としてインフラ機能を発揮するとともに、各種キャンペーンを実施し利用

者満足度の向上に努めています。 

  ⇒令和 7 年度上半期実績 

・農機具用燃料キャンペーン実施による農家応援活動を行いました。 

3 回実施（延べ 90 日間／1,767 人利用） 

・LINE 会員向けキャンペーンを実施しました。 

ハリまるデー開催（毎週水曜日、LINE 会員様特別価格での燃料の提供） 

○地域住民が安心して暮らせる地域づくりに努めています。 

⇒令和７年度上半期実績 

・宍粟市警察署の協力のもと、「特殊詐欺」についての研修会を開催

しました。 

・毎月、広報誌あぜみちへ「みどりの健康百科」を掲載し、地域住民

の健康増進に努めました。 

・地域住民の方へみどり診療所に設置しているリハビリ機器利用の

呼びかけを行いました。 

 

 

将来にわたり組合員・利用者に信頼される健全な JA 基盤の確立 

○収支状況の定期的な確認と対応策の検討 
⇒毎月、部室長会議を開催し、月次決算及び事業計画の進捗状況を確認し、JA ハリマの経営基盤の確立・

強化に向けて必要な施策の検討を行っています。 

○総合的リスク管理の実施 
⇒財政面での総合的リスク管理を行うために、ALM 委員会を開催し、マーケットや金融環境の見通し、リ

スク情報をふまえた、余裕金運用にかかる重要な運営方針・リスク管理方針を策定しています。 

○JA ハリマの組織基盤を強化し、組合員に提供するサービスを充実させるため、組合員の加入促進

に取り組んでいます。 
⇒組合員出産祝金制度の見直しを行い、出産祝金制度を活用した、次世代組合員の新規加入促進を図ってい

ます。 

○自己資本の充実 

・経営の健全性を確保し、多様なリスクに対応するため、内部留保に努めており、高い自己資

本率を維持しております。 

 

 

 

 

 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度上期 

JA ハリマ 18.80％ 19.38％ 20.10％ 20.46％ 

県内JA平均 14.61％ 14.98％ 16.15％ － 

２. 故郷を守り、豊かで暮らしやすい地域共生社会を実現します 

３. 経営基盤を強化し、未来に繋ぐ協同組合を実現します 

 給油所 
LINE公式アカウント 
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ＪＡハリマは、「農業者の所得増大」や「農業生産の拡大」を達成するため地域農業の

振興を図るとともに、農業を通じた豊かな地域社会の発展を目指して、次のような農業振

興活動に取り組んでいます。 

 

１．安全・安心な農産物づくりへの取り組み 

生産履歴記帳運動（トレーサビリティー）に取り組み、安全・安心な農産物の提供に

努めています。 

また、各種生産部会を対象に食品衛生法、農薬取締法、ポジティブリスト制度への対

応等の研修会を開催しています。 

２．集落営農組織の育成・支援 

地域農業の担い手として、集落営農組織の育成・支援をすすめています。 

３．地産地消の取り組み 

管内にファーマーズマーケット（農産物直売所）を設置し、地域の消費者に地元の新

鮮で安全・安心な農産物の提供に取り組んでいます。 

４．食育の取り組み 

次代を担う地域の小学生等に対して、農業への理解を促進するため、「ちゃぐりんフ

ェスタ」や「かまどごはん塾」による食農教育活動に取り組んでいます。また、管内の

学校給食に米をはじめ地元農産物の提供を行っています。 

１．社会貢献活動（社会的責任） 

ＪＡハリマは、協同組合活動の原点である「組合員の営農と暮らし」を守り、地域農

業の振興に努めるとともに、地域社会の発展に貢献するため様々な活動を展開していま

す。 

・環境問題への取り組みとして、畜産農家から出される牛ふんから良質な堆肥をつくり

ほ場へ還元する循環型農業の推進や、プラスチック、廃農薬の無料回収を実施してい

ます。 

・省エネルギーを実践するため、「エコスタイル」の実施に取り組んでいます。 

・子供貯蓄組合育成会活動として、管内の小中学校8校に青少年育成活動費を贈呈いた

しました。また、子供たちに農業体験を通して食の大切さと地域環境を守るべく食育

活動の一環として取り組んでいただけるよう、学校農園活動支援を実施しています。 

・自治会や地域のお祭り、公益団体等への寄付を行うとともに、各種募金活動へ積極的

に参加しています。 

・テロ対策兵庫パートナーシップ推進会議や、重要インフラ事業者連絡会議に参画し、

宍粟警察署と連携を図り、キャッシュカードのＩＣ化や高齢者を狙った特殊詐欺の未然

防止に力を入れています。 

４．農業振興活動 

５．地域貢献情報 
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２．地域貢献活動 

（１）地域からの資金調達の状況 

① 貯金残高（令和７年9月末現在） 
（単位：百万円） 

種   類 残   高 

当 座 性 

定 期 性 

小  計 

譲 渡 性 ――― 

合  計 

 

（２）地域への資金供給の状況 

① 貸出金残高（令和７年9月末現在） 
（単位：百万円） 

種   類 残   高 

農業近代化資金 ――― 

その他制度資金 

農業関連融資 

事業関連融資 

住宅関連融資 

生活関連融資 

そ の 他 

合   計 

 

（３）文化的・社会的貢献に関する事項 

① 福祉活動 

組合員・地域住民を対象とした高齢者福祉活動に取り組んでいます。 

② みどり診療所 

健康への願いに対するニーズに答え、地域社会に信頼される医療活動を展開

しています。 

③ 学校貯金 

学校貯金を通じ、小学校入学と同時に通帳を作成し、貯金や倹約の心を育み、

将来を担うこども達の健全育成を行っています。 

④ 傘の贈呈 

就学児童に黄色の置き傘を進呈し、学童の安全通学に貢献しています。 

⑤ 職員の地域貢献への参加 

職員においては、所属自治会の一員として各自治会活動や各集落単位の農会

活動・農地保全対策、消防団活動、またＰＴＡ活動やその他のグループによるボ

ランティア活動等社会活動に積極的に参加し、地域に根ざした活動を実践して

います。 
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３．地域密着型金融への取り組み（中小企業等の経営の改善及び地域の活性化のための取

り組みの状況を含む） 

 

（１）農業者等の経営支援に関する取り組み 

当ＪＡは、「組合員のくらしを守り、組合員をはじめ地域住民のみなさんが、Ｊ

Ａの事業活動を通じて、経済的に豊かになる・こころ豊かになる・地域社会が豊か

になることをめざします。」という経営理念のもと、農業者をはじめ地域の皆様に

利用される総合事業体として営農・経済事業や金融機能のみならず、環境・文化・

福祉といった面も視野に入れた事業・活動を行っています。 

なかでも、農業者等の経営支援を重点取り組み事項の１つとして位置づけ、農業

技術・生産性向上に向けた各種研修会や教室等を開催するほか、低利の農業関連融

資を活用していただくための普及・推進活動にも取り組んでいます。 

 

（２）農業者等の経営支援に関する態勢整備 

各地区へ営農相談員を巡回させるとともに、 県農業改良普及センターとも連携し

て、農業者の農業技術・生産性向上に向けた相談・指導に応じています。 

また、営業部の融資担当者も農業や農業関連融資に関する知識を深め、農業者か

らの幅広い相談に応じることができるよう、日々研鑽しています。 

 

（３）農山村等地域活性化のための融資を始めとする支援 

農業者の多様なニーズに応えていくため、融資部門と営農・経済部門とが連携し

農業融資に関する資金提案活動を実施するとともに、各種プロパー農業資金に対

応し、また、農業近代化資金や日本政策金融公庫資金の取り扱いを通じて農業者の

農業経営と生活をサポートしています。 

 

（４）担い手の経営のライフステージに応じた支援 

農業後継者対策として新規就農者、若手専業農家や作付け品目に応じた「農業教

室」を開催するとともに、新規就農資金等、資金使途に応じた融資制度を設定し経

営と生活をサポートしています。 

 

（５）経営の将来性を見極める融資手法をはじめ担い手に適した資金供給手法の取り組

み 

農業融資のニーズを掘り起こし、農業者に適した資金提案を行っています。ま

た、ＪＡバンクの利子助成がある、ＪＡアグリマイティー資金の融資を活用するこ

とで、利用者の金利負担軽減を図っています。 

 

（６）農山村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山村等地域への貢献 

「地域密着型支店づくり」による営業部運営、農産物直売所の運営等を通じ、組

合員、地域住民、消費者等のニーズを把握し、より身近な事業運営を行っています。 
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令和７年４月１日～令和７年９月３０日  
 

当ＪＡでは、第12次中期経営計画（令和７～９年度）の実践初年度として、「次世代

へつなげる、夢と活力ある農業と地域社会実現のために」について実践しています。

今後とも多様な組合員の声をＪＡ運営に反映し、地域農業の振興に努めるとともに、

将来にわたって持続可能な経営基盤を確立・強化し、地域に根差したＪＡを目指しま

す。  

当ＪＡは堅実で健全な経営を基本理念として、次のことに取り組みました。その結

果、令和７年９月末日現在の当期剰余金は７７百万円となり計画対比９６ .７％となり

ました。  

 

 

 

相続・資産形成・運用相談などの対応力を高め、利用者満足度の向上に向けた提案型

営業の充実化をすすめました。 

この結果、９月末貯金残高は６８３億８０百万円となりました。 

 

  

組合員とその家族、さらには地域住民を含めた幅広い普及活動の展開により、長期・

年金・自動車・自賠責共済など必要な人に必要な保障の提供をはかる推進活動を展開

しました。 

この結果、長期共済新契約高は、９月末現在で２４億６７百万円の実績となりまし

た。 

また、将来の事業基盤の維持・拡大と事務負荷軽減効果の最大化に向け、Ｗｅｂマイ

ページの登録促進に努めました。 

 

  

一般購買では、営農指導を機軸とした生産購買の展開と、組合員ニーズに合った購

買品の廉価供給に努めました。また、価格の低減をはかるため、予約購買の強化に取り

組みました。 

給油所では、公式ＬＩＮＥを活用し、会員となっていただいた方にお得情報の発信

や、農家応援キャンペーンを開催し、農業コストの削減に取り組みました。 

この結果、購買品供給取扱高は、9月末現在で３億１６百万円の実績となりました。 

 

  

農家手取りの最大化と事業基盤の改善及び、有利販売の展開と販売コスト軽減に努

めました。 

令和７年産米について、県下ＪＡ最高水準の仮渡金単価を設定し集荷に努めました。 

食彩館「伊和の里」では、公式ＬＩＮＥ等で消費者に適期情報発信を行いました。ま

た、春の苗物フェア、周年記念祭など時期のイベントを開催しました。 

 

  

営農相談活動では、営農振興プラン2025～2027に基づき、水稲を中心とした現地

対応や、ＳＰＡＤ（葉緑素計）や積算温度計による刈取時期の目安圃場の設置により、

収穫量・品質の向上に取り組みました。 

生活相談活動では、食農教育活動や、ＳＤＧｓの取り組み、心豊かな生活を送るため

の年齢、性別を超えた講座の開設に取り組みました。 

６．事業の概況（令和７度上半期） 

１．信 用 事 業  

２．共 済 事 業  

３．購 買 事 業  

４．販 売 事 業  

５．指 導 事 業  
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（１）事業実績の推移 
（単位：百万円） 

 令和７年９月末 令和７年３月末 令和６年９月末 

信

用

事

業 

貯   金 

貸  出  金 

預   金 

有 価 証 券 

共

済

事

業 

長 期 共 済 保 有 高 

短期共済新契約高 

経

済

事

業 

購買品供給・取扱高 

販売品販売・取扱高 

 

 

（２）有価証券の時価情報 
（単位：百万円） 

保有区分 
令和７年９月末 令和７年３月末 

売 買 目 的 ――― ――― ――― ――― ――― ――― 

満期保有目的 ――― ――― ――― 

そ の 他 

合  計 

(注) １．時価は市場価格等によっています。 

２．取得価額は取得原価又は償却原価によっています。 

３．満期保有目的の債券については、取得価額を貸借対照表価額として計上し

ています。 

４．その他有価証券については時価を貸借対照表価額としています。 
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（３）預かり資産の状況 
①投資信託残高（ファンドラップ含む） 

（単位：百万円） 

 令和７年９月末 令和７年３月末 

投資信託残高 

（ファンドラップ含む） 

（注）投資信託残高（ファンドラップ含む）は「約定日基準」に基づく算出です。 

 

②残高有り投資信託口座数 

（単位：口座） 

 令和７年９月末 令和７年３月末 

残高有り投資信託 

口座数 

 

 

（４）自己資本比率（単体） 

令和７年９月末 令和７年３月末（参考） 
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7．農協法に基づく開示債権の状況及び金融再生法開示債権区分に基づ
く債権の保全状況 

（単位：百万円） 

債 権 区 分 債 権 額 
保 全 額 

担保・保証 引 当 合 計 

―――

―――

――― ――― ――― ―――

―――

―――

―――

 
(注)１．破産更生債権及びこれらに準ずる債権 

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由による経営破
綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。 

２．危険債権 
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化

し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い
債権をいいます。 

３．要管理債権 
４．「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と５．「貸出条件緩和債権」に該

当する貸出金の合計額をいいます。 
４．三月以上延滞債権 

元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金
で、破産更生債権及びこれらに準ずる債権及び危険債権に該当しないものをい
います。 

５．貸出条件緩和債権 
債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支

払猶予、元本の返済猶予、債権法規その他の債務者に有利となる取決めを行っ
た貸出金で、破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権及び三月以上延
滞債権に該当しないものをいいます。 

６．正常債権 
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記に掲げる

債権以外のものに区分される債権をいいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハリマ農業協同組合 
住所 兵庫県宍粟市一宮町東市場４２９－１ 

電話 ０７９０－７２－１２３４ 
FAX ０７９０－７２－１５９０ 
ＵＲＬhttps://ja-harima.jp/ 

 


